
令和３年度県土整備プランフォローアップ委員会 特定テーマ 

『ニューノーマルへの移行に向けた社会資本整備のあり方』 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、県民の暮らし方や働き方など

に大きな変化が生じました。 

 

新型コロナウイルスの感染拡大は未だ収束の兆しがみえず、その影響が

長期化する中、このような県民生活や社会の変化は進行・定着していくこ

とが想定されており、「新しい日常（ニューノーマル）」への転換は避けら

れないと考えています。 

 

このような状況の中、県民生活に直結する社会資本整備についても、「ニ

ューノーマル」という観点から、どのように取り組むべきかを、引き続き、

しっかりと検討していく必要があると考えています。 

 

 ついては、「ぐんま・県土整備プラン２０２０」の目指す将来像の実現

に向けて、新型コロナウイルス感染症による影響等も踏まえた上で、ニュ

ーノーマルへの移行に向けた社会資本整備を、どのように進めていくべき

か、委員の皆様のご意見を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 

「ぐんま・県土整備プラン２０２０」抜粋（P.6） 

第１部 基本計画編 社会資本を取り巻く変化の見通し  


